
氏名 松川　恭子

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

文化人類学

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

2006年3月　大阪大学大学院人間科学研究科人間学専攻　博士号（人間科学）
取得

博士（人間科学）

日本文化人類学会、日本南アジア学会、「宗教と社会」学会

取得学位

財団法人奈良市生涯学習財団が招聘したネルー大学舞踊団の公演会場に展示するインド紹介パネ
ルの作成を担当した（2年生の実習で実施）。

①平成19年度科学研究費補助金（基盤研究Ｂ（海外））「境界の生産性とトランスナショナリ
ティに関する文化人類学的研究」（研究代表者　小泉潤二（大阪大学大学院人間科学研究科・教
授）研究分担者
②トヨタ財団2006年度アジア隣人ネットワークプログラム助成（2006年11月1日～2008年10月31
日）「「アジアにおける市民参加型・マルチメディアによる地域文化発信ネットワーク」の立ち
上げ―インド・ゴアと日本・奈良から始める試み」プロジェクト・コーディネーター
③海外調査2回（インド・ゴア州、アラブ首長国連邦ドバイ）

学生指導委員、学生相談室運営委員、学生相談員、国際交流委員、セクシュアル・ハラスメント
相談員、博物館委員、地域連携教育研究センター運営委員、男子バスケットボール部顧問、バス
ケットボール・サークル顧問

奈良大学地域連携教育研究センター事業3「地域における／からの情報発信・交流ネットワークづ
くり―わたしたちの場所の「昔・いま・未来」―」主担当者として平城小学校・平城公民館と連
携した学生の活動（たとえばジャワハルラール・ネルー大学（インド）の民族舞踊団との交流会
など）を支援した。また、同センター事業6「地域の人々とともに調査研究する山陵町の歴史　－
津風呂町の人々の50年－」の担当者として調査の実施と報告書『つぶろ―奈良市津風呂町建町50
周年記念誌』とりまとめにおいて、学生研究員の指導を行った。

インド西部ゴア州における多言語状況の文化人類学的研究、ゴア社会の大衆劇
ティアトルの実践とキリスト教徒アイデンティティの関係についての研究、マ
ルチメディアを利用した住民による地域社会理解の実践に向けた方法論研究

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題



① 日本文化の人類学
／異文化の民俗学 共

①

映像による奈良イ
メージの流通と構
築の現状について
の文化人類学的研
究

単

奈良を対象とした写真の系
譜と1980年代以降に出版さ
れた奈良を対象とする映像
の概略的検討を行った。

①

地域の間の人類学
者――地域連携活
動とフィールドで
の営みをつなげよ
うとすること――

単

人類学者が地域連携活動に
従事することの意味につい
て、奈良大学の試みとイン
ドのPUKARの事例を挙げて
考察した。

②

インド・ゴアのキ
リスト教徒のドバ
イへの出稼ぎと生
活の現状

単

インド・ゴアからドバイに
出稼ぎに行った人々の現状
について、生活を中心に報
告した。

③

ネオリベラリズム
時代の現地語市場
―インド・ゴア州
を事例として―

単

市場原理に基づいたネオリ
ベラリズム時代における現
地語の立場をインドを事例
に明らかにしようとした。
市場、国家政策、現地知識
人の立場のそれぞれについ
て考察を行った。

共『つぶろ―奈良市
津風呂町建町50周
年記念誌』

①

「生活圏からみる吉野郡津
風呂―昭和初期を中心とし
て―」(87-93頁)の部分を
担当。

奈良大学地域連携教育
研究センター編2009年3月

2009年3月

グローバルＣＯＥプロ
グラム「コンフリクト
の人文学国際研究教育
拠点」「コンフリクト
の人文学」（大阪大学
大学院人間科学研究
科）セミナー　「諸価
値のコンフリクトと妥
協に関する民族誌的研
究」プロジェクト・
ワークショップ―グ
ローバルな価値とロー
カルな実践―紛争・調
停・共存の民族誌―

「社会空間における舞台上
の物語の共有／非共有――
インド・ゴア社会における
大衆劇ティアトルをめぐっ
て」（139-158頁）の部分
を執筆。

概　　　　　　　要

日本文化人類学会第42
回研究大会

ドバイ研究会（京都大
学東南アジア研究所）

2008年5月

2008年10月

小松和彦還暦記念論集
刊行会編、法蔵館2008年7月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

『総合研究所所報』第
17号、115-123頁2009年3月

単著､
共著
の別

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称


